交易戦争と領土：アイヌ・モンゴル間の衝突

13世紀半ば、樺太（サハリン）のアイヌ諸集団は、モンゴルが率いる元朝との長期に及ぶ衝突に巻き込まれました。約40年間続いたこの抗争は、この地域におけるアイヌとモンゴル双方の影響力の拡大がもたらした結果でした。

13世紀頃から、北海道のアイヌは樺太（サハリン）やオホーツク海周辺地域に移住を始め、徐々に影響圏を拡大していきました。彼らの交易ネットワークは、現在のロシアと中国の国境に沿ったアムール川下流域から、北海道の北東1,000キロメートル以上離れたカムチャツカ半島にまで及んでいました。

アイヌがサハリンへと進出するにつれて、領土をめぐって先住民ニヴフ族との間に緊張が生じました。これによりニヴフの指導者たちは、当時アムール川下流域やサハリンへの影響力を積極的に拡大していた元王朝に支援を求めるようになりました。

1264年、元朝はニヴフを支援するために武装兵を派遣し、その後40年にわたってアイヌ集団との間で断続的な戦闘を繰り広げました。アイヌ軍は強靭さを示し、ユーラシア大陸への複数回の反撃を行うことに成功しましたが、最終的に1308年に降伏を余儀なくされました。和平協定の一環として、樺太のアイヌは貴重な毛皮を年貢として元朝に納めることになりました。アイヌとニヴフの関係は、敵対関係から交易相手へと変化していきました。
